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地域連携センターだより

令和4年5月 No.176

和泉市立総合医療センター 地域連携センター
月～金曜日 9：00～19：00まで
土 曜 日 9：00～13：00まで

（但し祝日・年末年始の休日は除く）

TEL:0725-41-3150（直通）

FAX:0725-41-2513 (直通）

休診・代診については、ホームページ（休診案内）をご確認いただくか、
地域連携センターまでお問い合わせくださいますようお願い申し上げます。

地域連携センター
予約受付時間

～ 専門・認定看護師のご紹介 ～

令和3年度 第6回 和泉市立総合医療センター

クリニカルカンファレンスの開催

日 時：2 0 2 2年 5月 2 6日（木）17：30～18：30

1．『 全身性エリテマトーデス、
顕微鏡的多発血管炎の治療の考え方 』

和泉市立総合医療センター リウマチ・膠原病内科 部長 樋野 尚一

2．『 難聴の診断と治療 』
和泉市立総合医療センター 耳鼻いんこう科 部長 齋藤 和也

参加方法については別紙ご参照ください。

5月の休診・代診について

耳鼻いんこう科外来よりお知らせ

2022年4月末をもって北野 睦三医師が退職し、5月より非常勤医師として金曜日の外来を

担当いたします。

つきましては、ご予約をお受けできかねますのでご了承のほどよろしくお願いいたします。

尚、訪問診療同行については引き続きおこないますのでお問い合わせ・ご依頼の場合は

地域連携センターまでご連絡ください。

がん放射線療法看護認定看護師

白江 薫理

お仕事紹介

放射線治療室で勤務しています。

安全安楽な照射を目指して日々変化する患

者の身体および心理状態に合わせた看護

を実践しています。

認定看護師を目指したきっかけ

がん病棟勤務を通して、がん治療の一つ

である“放射線療法”の知識を高めたいと

強く思い目指しました。

医療関係者の皆様へ

当センターは他施設から多数の治療依頼をいただいています。放射線治療の身体・精神症状をコントロー

ルするだけでなく、紹介元で通院となってからも晩期有害事象を含め、患者自身が社会で自分らしく過ごす

ことができるよう調整したいと考えています。

現在、継続看護に必要な看護ケアや情報を病院⇔地域医療スタッフの連携を目指して“放射線療法看護サ

マリー”を作成中です。地域医療に貢献できるよう努力していきます。

大切にしていること

～すべては患者・家族のために～

がんと共生しながらその人らしく

過ごすことができるよう患者・家族

に見合った言葉掛け、支援を大切に

しています。

地域連携センター土曜日のスタッフ を増員しています！
「土曜日は電話が繋がりづらい、予約票の返信が遅い」などのご意見を受け、当地域連携

センターではこれまでよりスタッフを増員して電話・FAX対応をおこなっています。

医療関係者の皆さま、患者さまをお待たせすることなくサービスの提供に努めてまいります。

土曜日営業時間 9：00～13：00



泌尿器科のご案内

診療実績（2021年手術件数）

和泉市立総合医療センター

泌尿器科 部長 林 泰司（はやし たいじ）
〈資格〉
医学博士 / 日本泌尿器科学会認定専門医・指導医 /
日本移植学会移植認定医 / 日本内視鏡外科学会 泌尿器腹腔鏡技術認定医
日本泌尿器内視鏡外科学会 腹腔鏡技術認定医

受付時間は午前8：00～午前11：30です。
☆は女性です

外来担当医表

月 火 水 木 金 土

午前
西岡 大関 西岡 西岡 林（泰）

交代制
（初診）林（泰） ☆國重 林（泰） 大関 北

件数

腹腔鏡下腎摘除術 12

腹腔鏡下腎尿管全摘除術 3

腹腔鏡下副腎摘除術 4

開腹腎摘除術 1

ロボット支援下腹腔鏡下前立腺全摘 44

ロボット支援下腹腔鏡下腎部分切除 11

ロボット支援下腹腔鏡下膀胱全摘 7

前立腺生検 102

主な対象疾患

腫 瘍：腎がん、腎・尿管尿路上皮がん、膀胱がん、精巣がん、副腎腫瘍など

尿路結石：腎結石、尿路結石、膀胱結石など

排尿障害：前立腺肥大症、過活動膀胱、神経因性膀胱など

感 染 症：腎盂腎炎、膀胱炎、前立腺炎、尿道炎など

腎 不 全：腎移植後

早春の候、時下ますますご清祥の段、お慶び申

し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼

申し上げます。

現在、泌尿器科診療体制としましては、常勤医

師5名（うち、泌尿器科専門医指導医3名）での診

療をさせて頂いております。

外来診察は、平日午前は２診での診察、週２回

は午後診察（再診のみ）も行っております。手術は

週３日（月・木・金）で行っており、ダヴィンチXiで

のロボット支援下腹腔鏡手術を2020年7月より

開始し、2021年には、前立腺全摘徐術を44例、

腎がんに対する腎部分切除を11例、膀胱がんに

対しての膀胱全摘を7例行い、大きな合併症もな

く、良好な成績を得ております。

年間手術件数は356件と、新病院への移転か

ら、年次ごとに増加傾向にあり、これもひとえに、近

隣地域でご開業されておられる先生方からの御

紹介のおかげと感謝申しあげます。

特に、和泉市では特定検診においてPSA検査

があり、前立腺がんの早期発見に尽力されており、

当科でも微力ながら早期発見・早期治療にお役

に立てるよう、これからも邁進していく所存です。

泌尿器科では、前立腺がん・腎がん・尿路上皮

がんをはじめとした悪性腫瘍だけでなく、QOL疾

患である前立腺肥大症や過活動膀胱などの排尿

障害や、尿路結石に対する内視鏡手術、また、当

院の特色である腎移植まで幅広く対応させていた

だいております。

先生方におかれましては、今後とも引き続きご

指導・ご支援いただきますよう何卒よろしくお願い

申し上げます。

泌尿器科 部長 林 泰司

件数

経尿道的膀胱腫瘍切除術 93

経尿道的前立腺切除術 14

経尿道的膀胱砕石術 13

経尿道的尿管砕石術 41

高位精巣摘除術 5

陰嚢水腫根治術 3

内尿道切開術 3

合計 356

特任病院長
西岡伯（にしおか つかさ）

部長
林泰司（はやし たいじ）

部長
大関孝之（おおぜき たかゆき） 國重玲紋（くにしげ れもん）北博行（きた ひろゆき）

ロボット支援腎盂形成術（Robotic-Assisted Pyelo-Plasty : RAPP）を
開始しました。

当科では2021年10月に腎盂尿管移行部狭窄症に対するロボット支援腎盂形成術（Robotic-Assisted 

Pyelo-Plasty : RAPP）を開始しております。

RAPPは2020年4月に保険適応となりましたが導入施設は少なく、南大阪での実施施設は2022年1月現在

当センターのみとなります。従来の腹腔鏡手術と比較し自由度の高い手術用鉗子や3次元画像により、さらに繊

細で安全な手術操作が可能となります。

適応に関しては症例毎に異なりますのでご相談下さい。

質の高い移植医療提供を目指しています

日本臨床腎移植学会 腎移植認定医

当科では2020年2月27日に第1例目の生体腎移植実施して以降、順調に症例を重ねています。

※2022年3月時点で3例

大阪府南部ではこれまで腎移植を手がける施設は近畿大学病院のみでしたが、当科が移植術を開始したこと

で地域完結できる医療体制が実現しました。

多くの移植経験がある特任病院長西岡と部長林の2人を中心に麻酔科医や泌尿器科および手術室スタッフ

など腎移植チームが一丸となり取り組んでいます。

今後は生体腎移植に加え、献腎移植も手がけられるよう、日本臓器移植ネットワークの献腎移植の施設認定を

目指します。


